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「ヨイトマケの唄」 を聴くと
涙が止まらないのは なぜ？

山本七平、森 有正、土居健朗らが遺した日本人論を丁寧にたどり、「母子の情愛」が日本人特有の霊性の源
流となって独自の国家宗教を形成するまでに至ったことを論証。日本宗教論の新たなランドスケープ。

人も社会も宗教も、日本はもっぱら母が育ててきた！？
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補遺　「不当な連れ去りか母子の情愛の帰結か
　―日本人母親によるアメリカからの子どもの連れ帰り」 教
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「日本教」 の極点
― 母子の情愛と日本人

西谷幸介［著］日本基督教団 戸山教会主任牧師、
青山学院大学名誉教授

日本には、神道でも、仏教でも、キリスト教で
もなく、「日本教」というただひとつの宗教が
存在しているに過ぎないのか。
人々の意識や宗教観に織り込まれた「母子の情
愛」と、そこから見える日本社会の深層を、現
代の一キリスト者である著書がたどる―。
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